
第42回大会〕

C 153 　嗜好用語からみた菓子類の戦後変化
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食　物　101

　〔目的〕　食材料が豊かになった昨今、季節、地域性を問わず、常に何でも食されるよう
になってきた。しかし、この中から何を選択するか、その要因として考えられるものには
利便性、価格、嗜好等いろいろあり、また、その時々の時代性が反映される。本研究では
健康問題を
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点から明らかにすることを目的として、従来の「好き」「嫌い
に、食嗜好の表現法の用

造を明らかにするツールとして使用した。

語
今
を一つのコード表としてまとめ、
回は昭和2 0年から戦後の菓子類

び、その変遷を嗜好用語の移り変わりから考察した。
方法〕　試料として、森永ミルクキャラメル（昭和2 0年）、明治ミルクチョコ

（同3 0年）、明治スナック　カール（チーズ味）（同4 0年）、明
5 0年）、明治グミ（オレンジ味）（同6 0年）を各年代を代表する

パネルは本学学生、8 3 0余名を対象にエリスの方法を参考にして、
各尺度の嗜好の理由を自由に記述させて、その中の形容詞、形容動詞
集計した。

〔結果〕　①パネルの特性については朝食は自分
れている、寝不足や便秘がちであるとの自覚症状

②用いられた形容詞の種類数は1 3 0～1 5 0。
た個数の9 0％をカバーする形容詞の種類数は１
多く認められた。
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のとして使用した。
好調査を行った。
用語を集め、機械

つて食べているのか比較的多く、
しているものも多く認められた。
は1 3 0 0～1 5 0 0であった。
後で、特にグミは1 5種ともっと
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C 154　短時間調理に聞する･研丸(溥I報）－N H K のア^料理番組の分希からー
　　　昭和女大家政o上岡薫加価値エ

　目的現ｲﾍﾞ人の曰常生活ずは、今･間や時間のかヵヽらない、しかそ栄養上間題のTuい料理

が求it)･う訳てぃる。「蝉時間調理A としてとりあげら銚ているテレビの料哩番組を分所す

ることによ■, T 、共働き家庭の-fe欽育。資料の一っとして役立てるこ乙玄回的とした。

　方ぷ去　無恥性の高い「NHKきょうの半圀11」のテキストを肯剰･とし、「/htしい人<r)fzめに

j のシソーズガ関始さ鋭化回召如きZ. S3年度、再間された呻年後の昭如忽紅年烹の各2L年
間之1グループ・として、の食品数:R鱗哩榛*^屁び調理搦乍檄:③各月ご＼:にとりあげられて

いるテーマについて比戴を行った。
　結果（D調峰料左除いた1 が徊麿当りめ食品数Hは.Sz、お年虔 (以下エビする）ぢ､T品、

62 . 63年度（x.下・とｰする）£2吽晶ぞあり、食各群別にμ-るビ、^穀類- 韓夷類、芦イy陵

乳類、野菜韻」。i)^知べ明らかμ。fz.. * た. 鵜食品数二中に占める玲凄食品、缶鮪・劃今

は工咄8μ. 工6.6％で∂うった。
　②調港操作綻はI 7.S、Iり、こ(T)うち力嫡M卸操作良はエエ瀕/.7 で賞化ばおら九す:

持作７･滅少したものぱ「鍋頬-^便用して濠る。妙める」で、増カロし鳶* のid:Tフうイパン

才－ブン、才_ フントー入ターｔ使用して煉くj 「電子レンジにがヽける」rあった。

　d)エは泉対缶飴・使明々まとめ貿い、作りおき、献立のアドバイスif-、手抜きでずに調

理岬m短姉するための初歩的な方茲が中ハじであっμが、ヱではエ-^発雇させフつ、桐理

薦具の使用七料理のぞ想。転侠,子供の減啄^カロ吟ボ折たに■paわ<■) - 収族の協力を含んだ

傾極的な飼理乖昂逗姉の方渚状みとめられた。


